
かんせっちょ

枠いずれに対しても遊勤し得る。 2. メイヤ ー形儀関車

γ リ γ 〆はいずれも車体中央にあ

り ， 後台枠に高圧， 前台枠に低圧 γ-\ í'~~""rです可
坦r泉訟圃邸内ゴ 甥膚跨哉、営シ リ γ ダを位く 。

4 フェアリー (Fairlie) 形

2 {1Mのポイラを火室の部分で背中合わせにつないだ形になっ

ている。したがって石炭は械か ら 3. フェアリ ー 形俊民1事

投入する構造になっている。シリ '" _r:-守、~ . 

y ダは車体の前後部にあり ， その ト十r==-円円二=ヰ斗→
男艦磁--京三ま三却漏協鎌~他の点はメイヤー形と同じである。

5 ガラ ッ ト (Garrat) 形

前後に 1 誕lずつの γ リ Y ダおよび動輪群が台枠にl反付いてお

り ， その上に石炭ま 4. ガラット形版関jli

たは水がのせてある。

こ の 2 組の台枠に橋

をかけ たように割店 3

の主台粋を li:l き，そ

の上にポイラおよび運転室をのせている。ポイラは1lï輸のない

ところにあるので大きくできる。また車両の前後がほほヌす称てε

あるため前後il主が自由であり ， 方向を変えるため転車台にのせ

る必要がないので， 長大な話器開事とすることができる。

(高桑五六)

かんせっち ょうがほうしき 間接吊架方式 (英) indirect 

suspension systern 電車線を支持する方式の一極で， 電柱に

とりつけた支持

鏑， 支持線など

に他の支持線な

どを介して電車

線を支持する方

式である。高速

度の1[11工や摺板

(しゅうばん)式

の集電装i泣を使

用する電気鉄道

などに使用され

る。この方式の

代表的なものと

しては， γγ プ

ノレ ・ カテナリ ー

式とコンパウン

ド ・ カテナリー

l γγ フ勺レ ・ カテナリー式

式:ZLは述 人 間 j/l' 
設ll'lは多少かか ご丸一 V X  YX  XXIXXIXY  A.Y ^Y  ̂ Y  

\、\ ・ ;/ J 
るが， ï~圧電気 、J

が使用できる， 叱

高速度で走れる

などの理由でわ

が国の電気鉄道

の大部分はこの

方式を採用して

いる。この方式

では，電車線の

たるみを小さく

すること ができ

るため . 'l1í:柱径 2. コ γ パウ ンド ・ カテナリ ー式

ノ
ゐ( .

聞は 40-80 rn TìíJ後となっている。ー」架線方式。 (竹淵立男)

かんせつてつど う 官設鉄道 国家が敷設した鉄道をいい，

私設鉄道と対立する 言楽であるが， 明治 39 年鉄道国有法が公

布されてから l司有鉄道としづ 言葉に代ってい っ た。(稲田鍋次)

かんせつてつどうかいけいほう 官設鉄道会計法明治23 ・

3 ・ 17 法律第 2 号をもって制定公布された，官設鉄道事業の特別

会計 制度を設定した最初Jの法律。第 l 条にはし鉄道事業ヲ経営

スノレタメ，回定資本据置運転資本ヲ置キ営業上ノ収入及;I't;附鼠

雑収入ハ鉄道事業ノ政府ニ充ツノレコト ヲ許 '/ J 特別ノ会計ヲ立

テ ・/ム 1 とあり ， また同法第 3 条には L鉄道事業ニ嬰スノレll'l用

国定資本/維持修理及補充設立立ニ損失金 ヲ鉄道事業/損失トス1

とある。この第 3 条で i別らかなとおり，特別会計に民する歳出

は，営業に従事する職員， 職工，人夫，鉄道財産物件の維持・

修磁 ・ 布lì充， 材料素品，汽司王機械，運転用品， 滋業i湯船i品 ， 消

耗品に 1)\1す る絞ll'lにかまられ，管理費用たる鉄道庁長官および

官房に|某|す る経政は一般会計に隠していた。一_，帝国鉄道会計

法。(森山4可否)

かんせん 幹線 (災) trunk line 鉄道網中の主主E線路。現在

国鉄ではどの紛が幹線であるかを明確に示したものはな し、。東

海道本線，山陽本線， 鹿児島本線，北陸 ・ 信越 ・ 羽越・奥羽の

4 本線にまたがる以縦貫線， 函館本線， 室蘭本線等はわが国の

鉄道網上の幹線ということができる。

国有鉄治線路名称は全国の鉄道を本線と 支線とに分けており ，

線路名称のlI~i位からは本線は支線に対して斡線である。しかし

この総路名称では輸送数量の大きい常磐線， 高崎線，上越線は

東北線の支線となっている。(森悌寿)

かんそ う ちんりつ 問送貨率 鉄道貨物巡賃制度における例

外貨率の-fjfi である。鉄道貨物輸送金には11寺聞が]にまた季節目f)

に波励があるために，輸送の閑散なH寺聞や季節を生ずることは

避けられない。この閑散な時間や季節の輸送iïtをできるだけ別

加することは鉄道の生産性を治すもので，経営上有利であるか

ら ， 多少の五m制引を行っても貨物を誘致することが望ましい。

このため各極の五m割引を行って，閑散な時間や季節の輸送量

の谷を迎めることが行われる。間送貸率はこの閑散なI時間の輸

送立を治1mするために，荷主の承諾の下に， 鉄道の任意の輸送

の附散な時間を選んで巡送する ζ と を条件として受託する貨物

に適用する加l引1:'(率である。現在の国鉄ではこの賃率は実施さ

れていない。(工藤和馬)

かんつう 貫通 ト γ ヰ ノレを両日から銅逃して相通じたことを

いい，その{立i世を:l'1:通点とし、う。貫通が附近になると同作業頭

(かしら)は述絡を衝にし ， 最後の爆破は採り穴によって位{置や

!早さを碓説。 して行う。貫巡のl瞬間に両日の作業員はお互に燦手

をかわして1熊本l'ti温を祝う習慣となっている。(松島市)

かんつうせいど うき 貫通制動後 (英) continuous brake 

機関士の制動弁の操作または車掌の車掌弁の操作によ っ て，列

車を組成した車両の全部に一斉にl!ílJ動のできる駿能を備えた制

限I1畿のことである。動力事にあっては空気圧縮機， 空気溜，出l

E山弁， 分配弁 . llilJ ililJ筒， 基礎制動装置およひ.伽U !liJl管を備え，答

貨111にあっては 11~J !liJl管，基礎制動装鐙，動作弁， 補助空気溜，

:j，~J !liJl筒を耐liえたものである。(三和途忠)

力 ン 卜 (英) cant 1111線部の外iH閥抗条を内(1II1 il坑条より高く する

BlC合をいう。 列車が l副総を速い速度で通過すると遠心力が大き

く なり，この力によ っ て車両は，軌間外官\11へ転桜しようとする

傾向がおこる。また内側111輪上の重金が減少するために，脱線

のおそれがある。よ っ て列車が安全に曲線を通過することがで

きるために. il~ ;Yi!の半径 と列車の速度によ って生ずる遠心力を
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